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「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
さ
け
）
ブ
ー
ム
」
だ
と
い
う
。
海
外
で
日

本
料
理
が
人
気
で
、
食
中
酒
の
日
本
酒
も
評
判
だ
。
国
内

で
は
オ
シ
ャ
レ
な
日
本
酒
バ
ー
が
増
え
、
若
い
女
性
フ
ァ

ン
も
増
え
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
道
内
造
り
酒
屋
の

草
分
け
、
清
酒
「
北
の
錦
」
で
知
ら
れ
る
空
知
管
内
栗
山

町
の
小
林
酒
造
を
訪
ね
た
。

　

札
幌
か
ら
車
で
向
か
う
。
初
夏
の
日
差
し
に
緑
色
の
麦

畑
が
輝
き
、
田
植
え
を
終
え
た
水
田
か
ら
爽さ

わ

や
か
な
風
が

渡
っ
て
く
る
。
の
ど
か
な
田
園
地
帯
を
抜
け
、
道
々
45
号

で
夕
張
川
の
橋
を
渡
る
と
、
す
ぐ
右
手
に
大
き
な
赤
レ
ン

ガ
の
建
物
が
見
え
る
。
そ
こ
が
目
的
地
だ
。
所
要
時
間
は

１
時
間
10
分
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

駐
車
場
に
車
を
着
け
る
と
、
正
面
に
「
蔵
元　

北
の
錦

記
念
館
」
が
あ
る
。
１
９
４
４
年
建
設
の
旧
本
社
事
務
所

で
、
い
ま
は
酒
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
示
し
、
酒
の

試
飲
や
販
売
も
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
小
林
酒
造
て

く
て
く
散
策
コ
ー
ス
」
の
案
内
チ
ラ
シ
が
あ
る
の
で
、
最

初
に
立
ち
寄
る
と
い
い
。
敷
地
は
約
３
万
３
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
（
約
１
万
坪
）
あ
る
。
散
策
路
に
は
、
酒
と
手

打
ち
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
る
「
錦
水
庵
」
や
、
無
料
休
憩
所

を
兼
ね
た
喫
茶
店
で
創
業
家
の
旧
家
屋
「
小
林
家
」、
く

り
や
ま
コ
ロ
ッ
ケ
直
営
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
蔵
」
が
あ
る
の

で
飲
食
も
楽
し
め
る
。
私
は
、
散
策
前
の
腹
ご
し
ら
え
に

そ
ば
を
い
た
だ
い
た
。

　

小
林
酒
造
の
創
業
者
小
林
米
三
郎
（
初
代
）
は
１
８
６

９
年
（
明
治
２
）、
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
新
潟
県
の
出
雲
崎

か
ら
来
道
。
17
歳
に
な
っ
た
１
８
７
８
年
、
現
在
の
札
幌

市
中
央
区
南
３
西
４
で
清
酒
の
醸
造
を
始
め
た
。
１
９
０

０
年
に
広
い
敷
地
と
豊
富
な
水
を
求
め
て
栗
山
町
に
移
転
。

同
社
に
よ
る
と
、
１
９
３
６
年
（
昭
11
）
に
は
生
産
総
量

８
０
０
０
石
（
１
石
は
一
升
瓶
１
０
０
本
）
で
、
販
路
は

樺
太
や
満
州
に
も
及
ん
だ
。
戦
後
の
１
９
５
７
年
（
昭
32
）

に
は
栗
山
工
場
単
独
で
清
酒
１
万
２
０
０
０
石
、
焼
酎

３
０
０
０
石
、
新
清
酒
（
合
成
清
酒
）
１
０
０
０
石
の
合

計
１
万
６
０
０
０
石
を
生
産
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
は
洋
酒
に
押
さ
れ
、「
最
盛
期
の
昭
和
30
年
代
」
に
48

社
あ
っ
た
道
内
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
は
現
在
11
社
に
ま
で

減
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
感

か
ら
小
林
酒
造
は
、

１
９
６
０
年
代
か
ら

い
ち
早
く
道
産
米
に

よ
る
地
酒
造
り
に
取

り
組
ん
だ
。
１
９
８

６
年
に
は
空
知
米
を

使
っ
た
製
品
を
販
売
、

い
ま
は
道
産
の
酒
造

好
適
米
「
吟ぎ

ん

風ぷ
う

」
や

「
彗す

い
せ
い星
」
を
積
極
的

に
使
っ
た
製
品
開
発

を
お
こ
な
い
、
２
０

０
８
年
か
ら
は
、
糖

類
な
ど
の
添
加
物
を

一
切
使
わ
ず
、
全
量
を
「
純
米
」
や
「
大
吟
醸
」
な
ど
の

特
定
名
称
酒
に
特
化
し
て
活
路
を
切
り
開
く
。

　

赤
レ
ン
ガ
の
酒
蔵
を
眺
め
な
が
ら
敷
地
内
を
巡
る
と
、

芝
の
中
庭
に
古
い
ボ
イ
ラ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
同
社

に
よ
る
と
「
横
置
多
管
型
蒸
気
機
関
」
と
い
う
湯
沸
か
し

器
だ
と
い
う
。
こ
の
装
置
で
、
蒸
し
米
づ
く
り
や
容
器
の

殺
菌
な
ど
に
使
う
蒸
気
を
発
生
さ
せ
た
と
い
う
。「
函
館

船せ
ん
き
ょ渠
」（
現
・
函
館
ど
っ
く
）
で
昭
和
２
年
に
製
作
し
た

も
の
で
、
昭
和
30
年
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
」
と
い
う
。

　

明
治
や
大
正
期
に
造
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
の
酒
蔵
は
現
在

も
使
っ
て
い
て
、夏
の
30
度
を
超
え
る
よ
う
な
暑
い
日
も
、

庫
内
は
15
度
を
超
え
な
い
と
い
う
。

　
「
小
林
家
」
で
休
憩
し
、「
酒
粕
甘
酒
」（
３
０
０
円
）

を
い
た
だ
い
た
。
大
吟
醸
の
酒
粕
を
使
う
だ
け
あ
っ
て
実

に
ぜ
い
た
く
な
味
わ
い
だ
。館
内
見
学
は
１
日
４
回
あ
り
、

空知管内・栗山町

「小林酒造」酒蔵群

明
治
32
年
建
築
の
歴
史
的
建
造
物「
小
林

家
」が
無
料
休
憩
所
に
も
な
っ
て
い
る
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文
化
財
保
存
協
力
金
が
１
人
１
０
０
０
円
か
か
る
が
、
案

内
後
の
抹
茶
、
干
菓
子
、
ミ
ニ
甘
酒
３
点
セ
ッ
ト
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
高
く
は
感
じ
な
い
。
所
要
時
間
は
休
憩
を

含
め
１
時
間
20
分
ほ
ど
か
か
る
。

　

道
産
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
が
認
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、

道
産
米
酒
も
頭
角
を
現
し
て
き
た
。
米
の
品
種
改
良
に
挑

む
研
究
者
、
稲
作
農
家
、
造
り
酒
屋
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る
。北
の
錦
記
念
館
で
試
飲
を
し
て
、

そ
の
磨
か
れ
た
味
わ
い
に
、
北
海
道
人
の
底
力
を
見
た
よ

う
な
気
持
ち
が
し
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

小
林
酒
造
ま
で
の
公
共
交
通
機
関
は
、
北
海
道
中
央
バ

ス
「
高
速
く
り
や
ま
号
」
札
幌
駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
─
栗
山

駅
（
往
復
２
０
８
０
円
）
が
便
利
だ
。
所
要
時
間
は
１
時

間
12
分
ほ
ど
。
栗
山
駅
か
ら
小
林
酒
造
ま
で
約
１
・
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
（
徒
歩
約
14
分
）
だ
。

中庭に展示されている「昭和30年代まで使われていた」という蒸気発生装置と赤レンガの酒蔵

もりそばの「いなか」（６７０円）は歯応えがあって
かむほどに味わいが広がる。お酒をいただきたくなっ
たが、この日は濃厚な「そば湯スペシャル」（１６０円）
で我慢した


